




派遣地域・
国

東南アジア、東アジア、アフリ
カ、中東・欧州、ブータン、モ
ルディブ

● JICA 二本松で
　 派遣前訓練を実施する言語と地域・国

担当言語
（例）

英語、フランス語、ポルトガル語、
インドネシア語、アラビア語、ス
ワヒリ語、ラオ語、モンゴル語、
ベトナム語、タイ語、クメール語、
マレー語、エジプトアラビア語、
ミャンマー語、テトゥン語、マダ
ガスカル語など

● 訓練所の一日の流れ

A. 語学 B. JICA 海外協力隊の基礎

D. 社会的多様性理解・活用 F. 各種オリエンテーション

任地で活動するために必要とな
る言語に関し、相手の発言を理解
し、自分の考えを伝えるといった、
基礎的知識と実践力を身に付けま
す。任地での生活・活動に必要な
水準の語学力を、短期間で身に付
けるため、訓練期間の約６割の時
間を充て、少人数制で話すことに
重点を置いた実践的な語学学習を
行います。訓練所では、英語だけ
でなく、日本ではあまり馴染みの
ない、タイ語やスワヒリ語やアラビ
ア語など、派遣される国で必要な
言語を学びます。

国際協力に関する基礎的知識を
得ると共に、JICA 海外協力隊と
して必要な態度や心構えに関する
理解を深めます。また、派遣を終
え、日本に帰国した後の、経験の
活かし方も学びます。

自分の考えに拘らず、異なる社
会・文化を理解・尊重し、また、
相手にも自国の社会・文化を伝え、
異文化社会の中で生活・活動を
適切に行おうとする姿勢を身に付
けます。

訓練の概要や派遣に必要な手
続きを理解します。また、赴任前
に行う各種行事等を理解し、赴
任準備を整えます。

主な訓練内容

開発途上国で安全に、有意義に生活や活動ができるよう、JICA 海外協力隊員として必要な姿勢や態度、
言語や異文化理解など必要最低限の知識や能力・適正を養うこと、また、予防接種や渡航手続きを行う
ことを目的として、約70日間の合宿制で実施しています。全国から幅広い年齢層（応募時、20歳～69歳）
の様々な背景を持つ訓練生が集まり、共同生活を通して連帯感を高め、相互扶助の精神を養います。

C. 活動手法

目標設定や進捗管理等の基礎
知識や、コミュニケーションスキル、
現地の状況に応じた専門知識や技
術の活用策等を学びます。また、
協力活動の実践にも取り組む等、
さらなる学びの機会に繋げます。

E. 健康・安全管理

健康管理や安全管理に関する
知識を身に付け、日本と異なる環
境の中で、心身の健康や安全に
配慮して活動・生活しようとする
意識を高めます。

JICA 海外協力隊派遣前訓練

 ７：10 朝食

朝の集い ８：10

語学授業 ８：45 ～

11：35

昼食11：35

語学授業、全体講義など13：00 ～

17：00

夕食18：00

自主講座など19：00

消灯23：00

※隊次によって、変更する場合があります。
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開発教育支援事業

　JICA 海外協力隊の派遣前訓練を行う JICA 二本松
で、世界の現状や国際協力について学び、訓練所内を
見学していただくプログラムです。

世界の現状や途上国での暮らし、活動の体験談を、
各学校や公民館などで学べるプログラムです。JICA 海
外協力隊経験者等を紹介します。

　国際理解教育の実践に繋げていただくことを目的に、
開発途上国の現場視察を含む、教育関係者向けの研
修機会を設けています。

開発教育・国際理解教育に関する教材・資料を用意
しています。子供たちに世界の現状や課題、国際協力
について伝えるために、授業等でぜひご活用ください。

地域連携等

JICA 二本松は、市民の皆様方に、開発途上国の
現状や国際協力の必要性に関するご理解を深めてい
ただくため、関係機関と連携し、福島県内で様々な
イベントに参加・出展しています。

JICA は、市民の皆様方の国際理解促進活動を行っています。具体的には、世界には様々な国や地域、
文化や歴史があり、また世界各地で貧困・紛争・環境破壊・人権侵害などの問題が生じ続けている中で、
それらは私たちの社会や日々の生活とどのように関連しているのか、そしてその解決のために私たちには
何が出来るのか、気付き、お考えいただく機会を提供しています。

国際協力推進員
JICA は、1996 年以降、全国都道府県の地域国際化協会、国際交流協会・地方自治体等に、地域課

題に取り組む「地域の JICA 窓口」として、国際協力推進員を配置しています。
また 2020 年以降には、日本国内における外国人材の増加を踏まえ、外国人材受入に関心の高い地方

自治体や国際交流協会等に、地域の外国人材受入や多文化共生にかかる課題解決の取組推進のために、
国際協力推進員（外国人材・共生）を配置しています。

国際協力推進員（JICA福島デスク）

　JICAは、公益財団法人福島県国際交流協会内に、
JICA福島デスク（国際協力推進員）を配置しています。
　国際協力推進員は、JICAが実施する事業や広報・啓
発活動の推進、自治体との国際交流・協力事業との連
携促進などの業務を行っています。国際協力やJICA
の活動に関するご質問、ご相談などがございました
ら、お気軽にご連絡ください。 JICA福島デスク 公益財団法人福島県国際交流協会

〒960-8103 福島市舟場町2-1　福島県庁舟場町分館2階
TEL：024-524-1315　E-mail: jica_fukushima_desk@jica.go.jp

福島テルサ● 福島日産●

●福島大学
　国際交流会館

至仙台

至東京

国
道
４
号
線

国
道
13
号
線

●
県庁

東分庁舎

●
福島警察所

三井生命
福島ビル●

ホテルサンキョウ
福島●

県　庁

舟場町分館2階

※福島駅東口より徒歩20分

あづま陸橋 平和通り

福
島
駅

大
仏
橋

● 訪問学習 ● 国際協力出前講座

● 教師海外研修 ● 教材の提供・閲覧

JICA 概要

名　　　称

代 表 者 名

所　在　地

設立年月日

設 立 目 的

資　本　金

常勤職員数

独立行政法人　国際協力機構　Japan International Cooperation Agency（JICA） 

理事長　田中 明彦

〒102-8012 東京都千代田区二番町 5-25 二番町センタービル
電話番号：（03）5226-6660 から 6663（代表）

2003（平成 15）年 10 月 1日

独立行政法人国際協力機構法（平成 14 年法律第 136 号）に基づき設立された独立行政法人で、
開発途上地域等の経済及び社会の開発若しくは復興又は経済の安定に寄与することを通じて、
国際協力の促進並びに我が国及び国際経済社会の健全な発展に資する事を目的とする

８兆 4,395 億円（2024 年 10 月末時点）

2,011 人（2025 年 1月 1日時点）

　アジア、アフリカ、中南米、大洋州など、開発途上国
の民族衣装や、協力隊の活動時の様子を映したパネル
の貸出が可能です。授業や展示会等にお役立てください。

● パネル・民族衣装貸出

JICA 二本松
開発教育支援事業

WEBサイト

本ページに関する詳細は、
右記の二次元バーコードもしくは

「JICA 二本松　開発教育支援事業」
から検索の上、ご覧ください。
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独立行政法人 国際協力機構
青年海外協力隊事務局
二本松青年海外協力隊訓練所

JICA二本松
〒964‐8558　福島県二本松市永田字長坂4‐2

TEL ： 0243‐24‐3200（代表）　FAX ： 0243‐24‐3214
httpｓ://www.jica.go.jp/nihonmatsu/index.html

独立行政法人 国際協力機構　青年海外協力隊事務局　二本松青年海外協力隊訓練所 2025年３月
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